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平
成
27
年
度
決
算
　原
案
認
定

補
正
予
算
な
ど
原
案
可
決

特
別
委
員
会
を
設
置
し

決
算
に
つい
て
集
中
審
議

◎
松
永　

恭
二　

○
内
田　

俊
英

　

川
田　

匡
文　
　

真
鍋　

順
穗

　

水
本　

徹
雄　
　

佐
野　

大
輔

　

神
田　

泰
孝　
　

多
田　

光
廣

　

山
本　

直
久　
　

岡
田　
　

剛

　

大
前　

誠
治　
　

三
宅　

真
弓

　

中
谷
真
裕
美　
　

尾
崎
淳
一
郎

　

加
藤　

正
員　
　

藤
田　

伸
二

　

髙
木　

新
仁　
　

三
谷　

節
三

　

福
部　

正
人　
　

国
方　

功
夫

　

松
浦　

正
武　
　

横
川　

重
行

　

三
木　

ま
り

　

委
員
会
で
は
、
平
成
27
年
度

の
決
算
に
つ
い
て
、
議
長
と
議

員
選
出
の
監
査
委
員
を
除
く
す

べ
て
の
議
員
を
特
別
委
員
に
選

び
、
延
べ
５
日
間
に
わ
た
り
審

査
し
ま
し
た
。

　
（
◎
委
員
長　

○
副
委
員
長
）

予
算
決
算
特
別
委
員
会
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９
月
定
例
会

本
会
議
の

あ
ら
ま
し

本
会
議
の

あ
ら
ま
し

　
市
議
会
９
月
定
例
会
は
、
９
月
１

日
か
ら
10
月
11
日
ま
で
41
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
初
日
は
ま
ず
、
昭
和
町
地
先
公
有

水
面
埋
め
立
て
に
つ
い
て
審
議
し
、

原
案
を
同
意
し
ま
し
た
。

　
次
に
平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
及

び
各
特
別
会
計
決
算
認
定
議
案
と
議

案
第
60
号
、
第
61
号
の
企
業
会
計
の

利
益
の
処
分
及
び
決
算
認
定
議
案
が

上
程
さ
れ
、
予
算
決
算
特
別
委
員
会

を
設
置
し
、
審
査
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
議
案
第
62
号
か
ら
第
73

号
ま
で
を
一
括
議
題
と
し
、
市
長
か

ら
提
案
理
由
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
５
日
は
、
提
出
議
案
に
つ
い
て
３

名
が
質
疑
を
行
い
、
さ
ら
に
各
常
任

委
員
会
で
詳
し
く
審
査
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　
常
任
委
員
会
は
、
都
市
経
済
、
教

育
民
生
が
６
日
に
、
生
活
環
境
、
総

務
が
７
日
に
そ
れ
ぞ
れ
開
か
れ
、
議

案
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
12
日
は
、
委
員
会
に
付
託
し
て
い

た
議
案
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
、
す

べ
て
原
案
承
認
と
の
報
告
が
あ
り
、

議
案
第
65
号
に
つ
い
て
１
名
が
反
対

討
論
を
行
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
同
議

案
を
分
離
し
て
起
立
に
よ
っ
て
採
決

し
、
そ
の
結
果
、
議
案
は
す
べ
て
賛

成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
意
見
書
案
第
２
号
、
第
３

号
が
提
案
さ
れ
、
原
案
を
可
決
し
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
16
日
ま
で
市
政
全
般
に

つ
い
て
20
名
が
一
般
質
問
に
立
ち
ま

し
た
。

　
予
算
決
算
特
別
委
員
会
は
、
都
市

経
済
が
21
日
、総
務
が
23
日
、生
活
環

境
が
26
日
、
教
育
民
生
分
科
会
が
27

日
に
そ
れ
ぞ
れ
開
か
れ
、
そ
の
結
果

を
10
月
３
日
の
全
体
会
に
持
ち
寄
り
、

決
算
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
11
日
の
最
終
日
は
、
特
別
委
員
会

に
付
託
し
て
い
た
決
算
の
審
査
結
果

に
つ
い
て
、
委
員
長
か
ら
い
ず
れ
も

原
案
承
認
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
認
定
第
１
号
、
議
案
第
60
号
、
議

案
第
61
号
に
つ
い
て
１
名
が
反
対
討

論
を
行
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
同
議
案

を
起
立
に
よ
っ
て
採
決
し
、
そ
の
結

果
、
各
議
案
は
す
べ
て
賛
成
多
数
で

認
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議

案
第
74
号
が

提
案
さ
れ
、

審
議
の
後
、

可
決
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
議
員
派
遣
第
３
号
に
つ
い

て
可
決
後
、
今
期
定
例
会
を
閉
会
し

ま
し
た
。

起立採決
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




質
疑・討
論・意
見
書

討
論
討
論
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質

疑

質

疑

質

疑質問
者
・
項
目

太
字
の
項
目
は
要
約
文
を
掲
載

①
一
般
会
計
補
正
予
算
（
戸
籍
住

民
基
本
台
帳
事
務
費
、
商
店
街
施

設
整
備
事
業
費
、
耐
震
改
修
促
進

事
業
費
）
②
企
業
立
地
促
進
条
例

の
制
定

①
市
立
認
定
こ
ど
も
園
条
例
等
の

一
部
改
正
②
企
業
立
地
促
進
条
例

の
制
定
③
工
場
立
地
法
第
４
条
の

２
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
く
準
則

を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

加
藤
　
正
員

国
方
　
功
夫

①
一
般
会
計
補
正
予
算
（
耐
震
改

修
促
進
事
業
費
）
②
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
設
置
条
例
の
一
部
改
正

中
谷
真
裕
美

企
業
立
地
促
進
条
例

な
ぜ
今
な
の
か

飯
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

入
浴
料
改
定
に
つ
い
て

　

中
谷
議
員　

入
浴
施
設
利
用
料
に

つ
い
て
、
４
倍
も
の
値
上
げ
を
行
う

根
拠
や
理
由
を
施
設
の
設
置
目
的
に

沿
っ
て
説
明
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

値
上
げ
の
影
響
調
査
や
利
用
者
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
は
行
っ
た
の
か
。

　

健
康
福
祉
部
長　

飯
山
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
入
浴
施
設
の
年
間
経
常
経

費
は
１
９
３
０
万
円
で
、
年
間
利
用

者
で
割
る
と
１
人
１
回
当
た
り
約
２

４
６
円
と
な
る
が
、
一
方
、
利
用
料

収
入
は
１
４
３
万
４
８
０
０
円
で
あ

る
。
４
か
月
券
利
用
者
は
計
算
上
１

回
当
た
り
約
16
円
で
利
用
で
き
る

が
、
改
正
で
１
回
当
た
り
約
65
円
と

な
り
、
ほ
か
の
入
浴
施
設
や
２
０
０

円
券
で
の
利
用
者
と
比
べ
て
も
、
ご

理
解
い
た
だ
け
る
金
額
だ
と
考
え
て

い
る
。
施
行
日
ま
で
、
利
用
料
の
変

更
に
つ
い
て
十
分
に
周
知
し
た
い
。

　

加
藤
議
員　

企
業
立
地
促
進
条
例

の
制
定
目
的
と
効
果
、
そ
し
て
こ
の

時
期
で
の
制
定
意
義
は
。

　

産
業
文
化
部
長　

本
市
へ
の
企
業

立
地
と
誘
致
を
主
た
る
目
的
と
し
、

企
業
の
積
極
的
な
設
備
投
資
を
促
す

こ
と
で
、
雇
用
機
会
拡
大
や
税
収
確

保
が
期
待
さ
れ
る
。
条
例
制
定
の
意

義
は
、
人
口
減
少
に
対
応
し
、
地
方

創
生
を
図
る
た
め
に
は
企
業
誘
致
は

重
要
な
施
策
の
一
つ
で
あ
り
、
ま

た
、
市
内
企
業
ニ
ー
ズ
調
査
や
訪
問

を
重
ね
る
中
で
、
市
内
企
業
の
工
場

拡
張
計
画
や
設
備
投
資
へ
の
意
欲
が

高
ま
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
、
今
回
、
市
外
企
業
の
誘
致
に
加

え
、
既
存
企
業
の
活
性
化
を
図
る
観

点
か
ら
、
奨
励
制
度
の
制
定
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
た
も
の
で
あ
る
。

Ａ Ｑ

ＱＡ

議
案
第
65
号　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

設
置
条
例
の
一
部
改
正

①
認
定
第
１
号　

一
般
会
計
及
び
各

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
（
人

権
問
題
関
連
委
託
料
、
民
間
委
託
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
業
務
、
介
護
保
険

料
）
②
議
案
第
60
号　

水
道
事
業
会

計
利
益
の
処
分
及
び
決
算
の
認
定（
民

間
委
託
、
水
道
広
域
化
）
③
議
案
第

61
号　

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業

会
計
利
益
の
処
分
及
び
決
算
の
認
定

《
反
対
討
論
》
中
谷
真
裕
美

《
反
対
討
論
》
尾
崎
淳
一
郎

認
定
こ
ど
も
園
整
備

ど
こ
ま
で
進
め
る

　

国
方
議
員　

公
立
幼
稚
園
を
幼
保

連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
す
る

場
合
、
何
を
必
要
と
す
る
の
か
。

　

こ
ど
も
未
来
部
長　

幼
保
連
携
型

認
定
こ
ど
も
園
は
、
幼
稚
園
と
保
育

所
双
方
の
、
よ
り
質
の
高
い
教
育
、

保
育
を
提
供
で
き
る
よ
う
要
件
が
定

め
ら
れ
て
お
り
、
例
え
ば
、
学
級
担

任
に
は
幼
稚
園
教
諭
免
許
と
保
育
士

資
格
を
あ
わ
せ
持
つ
保
育
教
諭
の
資

格
が
必
要
と
な
り
、
ま
た
、
３
歳
未

満
児
を
受
け
入
れ
る
場
合
、
調
理
施

設
の
増
設
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

　

な
お
、
市
こ
ど
も
未
来
計
画
で

は
、
平
成
31
年
度
ま
で
に
公
立
認
定

こ
ど
も
園
６
か
所
の
設
置
を
目
指
す

こ
と
と
し
て
い
る
が
、
ま
ず
は
３
歳

児
か
ら
５
歳
児
ま
で
の
受
け
入
れ
を

基
本
と
し
て
い
る
。

Ａ Ｑ

①
長
柄
ダ
ム
再
開
発
事
業

　

の
推
進
に
関
す
る
意
見
書

　

（
提
出
先
）

　
　

香
川
県
知
事

②
Ｊ
Ｒ
四
国
等
の
経
営
安

　

定
化
に
関
す
る
意
見
書

　

（
提
出
先
）

　
　

衆
議
院
議
長　

参
議
院
議
長

　
　

内
閣
総
理
大
臣　

総
務
大
臣

　
　

財
務
大
臣　

国
土
交
通
大
臣

意
見
書
２
件
可
決



 





















議
案
に
対
す
る

議
案
に

賛
成
×
反
対
の

意
見
を
表
明
し
ま
す
。



主
な
質
疑

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

　
　
各
委
員
会
で
原
案
承
認

都
市
経
済
委
員
会

主
な
質
疑

教
育
民
生
委
員
会

主
な
質
疑

総
務
委
員
会

主
な
質
疑

生
活
環
境
委
員
会

委
員
会
審
査

　
本
会
議
で
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
は
、
６

日
に
都
市
経
済
と
教
育
民
生
、
７
日
に
生
活
環
境
と
総
務

委
員
会
が
開
か
れ
、
市
長
や
副
市
長
、
担
当
部
課
長
な
ど

が
出
席
し
、
審
査
し
ま
し
た
。

　
主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

委
員
会
審
査
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○
貸
借
期
間
満
了
後
、
ス
ペ
ー
ス
１

１
４
の
機
能
す
べ
て
を
東
側
の
空
き

店
舗
に
移
設
す
る
の
か

○
商
店
街
に
関
す
る
施
策
が
バ
ラ
バ

ラ
で
あ
る
と
感
じ
る
。
市
全
体
で
協

調
し
て
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か

○
企
業
ニ
ー
ズ
調
査
で
は
ど
の
よ
う

な
要
望
が
あ
っ
た
の
か

○
耐
震
改
修
促
進
事
業
費
で
２
７
０

万
円
補
正
す
る
理
由
は

○
特
産
品
な
ど
本
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

で
き
る
返
礼
品
の
周
知
は
ど
の
よ
う

に
し
て
い
る
の
か

○
臨
時
財
政
対
策
債
の
金
利
は
、
実

際
は
何
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
の
か

○
市
有
財
産
の
見
直
し
時
に
、
根
抵

当
権
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で

き
た
の
で
は
な
い
か

　
質
疑
の
後
、
討
論
は
な
く
、
委
員

会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
は
す
べ
て
原

案
の
と
お
り
承
認
し
ま
し
た
。

○
介
護
事
業
者
が
導
入
す
る
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
の
使
用
用
途
は

○
任
意
か
ら
定
期
に
な
っ
た
Ｂ
型
肝

炎
予
防
接
種
に
つ
い
て
、
対
象
者
へ

の
周
知
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か

○
飯
山
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

入
浴
施
設
利
用
料
は
、
苦
渋
の
選
択

○
高
規
格
救
急
自
動
車
の
配
備
状
況

と
更
新
基
準
は

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
受
付

を
電
話
で
行
っ
て
い
る
が
、
準
備
物

の
周
知
な
ど
を
他
の
方
法
で
も
行
う

べ
き
で
は
な
い
か

○
救
急
自
動
車
の
稼
働
状
況
は

○
内
航
裸
傭
船
契
約
書
第
２
条
に
あ

る
船
底
検
査
と
は

○
「
し
わ
く
丸
」
の
５
年
間
の
修
理

回
数
と
市
の
費
用
負
担
額
は

　
質
疑
の
後
、
討
論
は
な
く
、
委
員

会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
は
す
べ
て
原

案
の
と
お
り
承
認
し
ま
し
た
。

で
値
上
げ
す
る
と
理
解
す
る
が
、
そ

れ
で
も
値
上
げ
に
疑
義
が
示
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
な
ら
ば
入
浴
施
設
の
廃

止
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
、
理
事
者
の
考
え
は

○
保
育
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か

○
無
償
貸
与
し
て
い
る
ふ
た
ば
西
保

育
園
園
舎
建
物
を
現
在
運
営
し
て
い

る
社
会
福
祉
法
人
に
譲
渡
す
る
考
え

は
あ
る
か

○
じ
ゅ
う
た
ん
な
ど
が
古
く
な
っ
て

い
る
青
い
鳥
教
室
が
あ
る
ら
し
い

が
、
清
潔
感
の
あ
る
環
境
づ
く
り
に

努
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
質
疑
の
後
、
討
論
は
な
く
、
委
員

会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
は
す
べ
て
原

案
の
と
お
り
承
認
し
ま
し
た
。

　
質
疑
の
後
、
討
論
は
な
く
、
委
員

会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
は
す
べ
て
原

案
の
と
お
り
承
認
し
ま
し
た
。

よ
う
せ
ん
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